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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成30年11月15日(2018.11.15)

【公開番号】特開2017-179403(P2017-179403A)
【公開日】平成29年10月5日(2017.10.5)
【年通号数】公開・登録公報2017-038
【出願番号】特願2016-64296(P2016-64296)
【国際特許分類】
   Ｂ２２Ｆ   1/02     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/22     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   9/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２２Ｆ    1/02     　　　Ｂ
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ｋ
   Ｈ０１Ｂ    1/00     　　　Ｍ
   Ｈ０１Ｂ    5/00     　　　Ｍ
   Ｈ０１Ｂ    1/22     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｂ   13/00     ５０１Ｚ
   Ｂ２２Ｆ    9/30     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月2日(2018.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平均一次粒子径が０．０２μｍ～０．５μｍである銀核粒子と、
　当該銀核粒子の表面に１ｎｍ２当り２．５～５．２分子の密度で配置された複数の脂肪
族カルボン酸分子とを含む、被覆銀粒子。
【請求項２】
　前記脂肪族カルボン酸分子の脂肪族基の炭素数が５～２６である、請求項１に記載の被
覆銀粒子。
【請求項３】
　任意の２０個の粒子の走査型電子顕微鏡観察により求められる一次粒子径の算術平均値
をＤＳＥＭとし、一次粒子径の標準偏差をＳＤとしたとき、
　ＤＳＥＭが０．０２～５．０μｍであり、一般式ＳＤ／ＤＳＥＭで定義される粒子径変
動率が０．０１～０．５である、
　請求項１または２に記載の被覆銀粒子。
【請求項４】
　前記脂肪族カルボン酸分子が、飽和脂肪族カルボン酸である、請求項１乃至３のいずれ
か一項に記載の被覆銀粒子。
【請求項５】
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　前記銀核粒子の表面に対して前記複数の脂肪族カルボン酸分子が物理吸着している、請
求項１乃至４のいずれか一項に記載の被覆銀粒子。
【請求項６】
　銀カルボン酸塩と脂肪族カルボン酸と媒体とを含む反応液を用意する工程と、
　前記反応液中に生成する錯化合物を熱分解処理して金属銀を生成することにより銀核粒
子を生成する工程と、
　銀核粒子の表面に脂肪族カルボン酸が吸着する工程と、を含む、被覆銀粒子の製造方法
。
【請求項７】
　前記反応液はさらに錯化剤を含む、請求項６に記載の被覆銀粒子の製造方法。
【請求項８】
　前記錯化剤と、前記媒体とのとのＳＰ値の差であるΔＳＰ値が４．２以上である、請求
項７に記載の被覆銀粒子の製造方法。
【請求項９】
　前記錯化剤がアミノアルコールである、請求項７または８に記載の被覆銀粒子の製造方
法。
【請求項１０】
　前記アミノアルコールのＳＰ値が１１．０以上である、請求項９に記載の被覆銀粒子の
製造方法。
【請求項１１】
　前記銀カルボン酸塩の熱分解温度が１００℃以上である、請求項６乃至１０のいずれか
一項に記載の被覆銀粒子の製造方法。
【請求項１２】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の被覆銀粒子と媒体とを含む、導電性組成物。
【請求項１３】
　更に、前記被覆銀粒子よりも粒子径の大きい金属粉を含む、請求項１２に記載の導電性
組成物。
【請求項１４】
　請求項１２または１３に記載の導電性組成物の熱処理物である、導電体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　アミノアルコールとしては、
　２－アミノエタノール（沸点：１７０℃、ＳＰ値：１４．５４）、
　３－アミノ－１－プロパノール（沸点：１８７℃、ＳＰ値：１３．４５）、
　５－アミノ－１－ペンタノール（沸点：２２２℃、ＳＰ値：１２．３３）、
　ＤＬ－１－アミノ－２－プロパノール（沸点：１６０℃、ＳＰ値：１２．７４）、
　および、
　Ｎ－メチルジエタノールアミン（沸点：２４７℃、ＳＰ値：１３．２６）等が挙げられ
る。
　これらは１種または２種以上用いることができる。
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